
（一社）　JARTA

旅行会社に向けたサステイナブル・
ツーリズム国際認証制度の普及啓発

 日本全域活動地域

研修会・フォーラム
参加者 50 人 

国際基準に取り組む
新規事業者 7 社

今年度計画の達成度 80 ％

全体計画の達成度 55 ％
活動内容と成果
● 国際エコラベル グリーンキー研修開催　東京
● 楽天サステナブルアイコンのコンサルティング
● ツーリズムEXPO出展（サステナブルツーリズムブース）
● 東京観光財団と共同研究　東京脱炭素旅の提案
● JARTAフォーラム開催
● グリーンキー研修会開催　大津
● トラベライフ研修会開催　京都
● 国際環境認証ブルーフラッグ現地視察　若狭和田浜
／須磨海岸／逗子マリーナ
● ブルーフラッグ国内審査委員会
● グリーンキー ダイジェストセミナー開催　2回
● スペインGSTC総会出席
●IETMフィリピン 出展課　題

近年の急激な訪日観光客の増加や一極集中による
「観光公害」が我が国の自然環境、文化遺産、そして
地域経済に深刻な影響を与え始めている。

目　標
国際基準に沿った持続可能な「責任ある旅行」を普及
啓発し、観光地域の自然環境の保全と、地域資源や文
化をいかした観光活動により美しい日本を次世代に
残せるようにする。 〒604-8811

京都府京都市中京区
壬生賀陽御所町8-2
電話：075-406-7700
E-mail：secretariat@jarta.org
HP：http://www.jarta.org

JARTAフォーラム開催JARTAフォーラム開催

グリーンキー研修会を国内初開催グリーンキー研修会を国内初開催

世界の観光が変わるなか、中身を伴ったサステナビリティと表面的なものとを見
極める目を育てることを重視し、JARTA会員を中心にサステナブルツーリズムの
真のスペシャリストを増やし、活動範囲を広げていきたい。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
ツーリズムEXPOの会期中というタ
イミングを狙ったが、依然新型コロ
ナウイルス禍にあって対面のイベン
トの参加者を募る難しさがあった。

■工夫した点
EXPO会場において出展団体のPR
をする時間があり、この機会に壇上
で話すことで活動について伝えるこ
とができた。

知識の提供・普及啓発

フロントランナー助成

4年目


